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随時 振興会役員会 など

「菅生地域の将来計画」を策定するため、まちづくりアンケー
ト調査や、「菅生地域の未来を語り合う会」という名称での
ワークショップなどを通じて、話し合いを重ねてきました。

推進体制

菅生をよくする会 組織図

「ワンフォーオール、オールフォーワン！」
～幸せの笑顔が広がる菅生～

事務局

地域振興部会
地域安全・

環境部会
生活・福祉部会

菅生地域にお住まいのみなさんへ

中学生以上を対象としたまちづく
りアンケート実施

調査

話合い ワークショップ
「菅生地域の未来を語り合う会」

総会 計画を共有しよう！

菅生地域では、将来にわたって住みよい地域であり続けるよう、
まちづくりアンケートや「菅生地域の未来を語り合う会」などを開
催し、子どもから大人まで、地域のみんなで菅生の未来について話
し合ってきました。
人口減少など社会の状況は変化していきますが、今後とも、地域

のみんなで支え合い、笑顔の絶えない安全安心な菅生地域の実現を
目指し、「菅生地域まちづくり将来計画」を策定しました。
ここに暮らすすべての人が夢と希望をもって生活し、未来を担う

子どもたちに引き継いでいけるよう、みんなで計画の実現に向けて
できることから少しづつ取り組んで盛り上げていきましょう！

本計画は、時代の変化に合わせ、必要に応じて見直しを
行っていきます。

▶発行 菅生をよくする会（令和３年6月）

教育・文化部会

副会長

菅生地域の名前の由来

顧問会長

準備 菅生地域まちづくり新組織設立準
備委員会設置

スカ（州処）フ（場所）

（州処：砂地、砂丘）

菅生

将来計画策定に向けた

取り組み



▶分野 ▶テーマ ▶現状の課題・問題点 ▶分野別の将来像 ▶既存の取組み ▶新たに考えられる取組み

■地区間や世代間の交流

■住民相互の交流、行事（若者）の参加者の減少

■行事の継続、集約整理

■地域活動人材の育成と確保

■ゴミの不法投棄

■きれいな自然環境（河川など）の維持

■人と人とのつながりが弱くなった

■商店が少ない

■草取り・草刈りなど家周り、田畑などの管理が大変

■交流の場、集いの場の確保
■公共交通（路線バス）の不足、交通手段の確保

■市道の草刈り等管理

■子ども・児童・生徒の減少、小中学校がない

■子どもが集まる場、遊べる場所が少ない

■児童・生徒の交通手段の確保

■祭礼等伝統行事の継承（負担感）

■伝統行事・文化の担い手の減少

■伝統行事・文化への参加者の減少

■地域の伝統・文化・歴史を大切にするまち

■お年寄りが元気に活躍するまち

■子ども達の元気な声があちこちで聞こえるまち

■地域全体で子どもを育てるまち

■子育てしやすいまち

■若者が残りたい・帰ってきたいと思えるまち

■医療に不安なく暮らせるまち

■高齢者にやさしいまち

■みんなが助け合い生き活きと生活しているまち

■困り事など誰にでも遠慮なく話せるまち

■自然豊かで「訪れたい」まち

■星が見え、ホタルが舞い、魚が泳ぐきれいなまち

■豊かな自然を護り、景観が活かされたまち

■ごみのない美しいまち

■菅生といえば◯◯といえるまちおこし

■みんなが協力し合いコミュニティが維持されるまち

■人と人の交流が盛んで、多くの人が集う行事のある

まち

■市外の人も参加する行事があるまち

■子どもから大人まで一緒に考え話し合えるまち

■人に優しくあたたかいまち

■ふるさとまつり

■夕涼み会

■こいのぼり祭り

■三世代交流ニュースポーツ大会

■新年互例会

■市長への要望

■環境美化活動（ウォークラリー）

■花いっぱい運動

■山村広場の管理運営

■隣近所の声掛け・助け合い

■サロンの運営

■道路改良整備の促進

■草刈り（道路愛護会）

■見守り、声かけ

■書道教室

■伝統行事・祭礼の継承

■とんど祭り

■菅生村歌の継承

■既存行事の整理・統合・スケールアップ

■地域外からの参加イベント

■若者の参画・集い、継続的な話し合いの場（ワークショップ）づくり

■地域活動人材の育成と確保

■スポーツ施設の整備（テニスコート、バスケットコート、プール。アス

レティック）

■子どもから大人まで集える活動拠点施設の整備（常設の集いの場）

■菅生川の清掃・草刈り

■もみじ・桜の村にする（耕作放棄地の活用）

■ホタルの保護活動・観光スポット整備

■地域資源の再発見事業（空気、植物、ホタル、動物、星などを活用し

たオリエンテーリングなど）

■地域商店、カフェの運営

■移動販売車の誘致

■地元便利屋チームの立ち上げ・有償ボランティアサービス（雪かき、

送迎支援、生活支援（草刈りなど））

■商店の維持（移動販売、地域商店運営）、誘致（コンビニ、駄菓子屋、

洋服屋、本屋、スポーツ店など）

■公園の整備（耕作放棄地の有効利用、子どもが自由に遊べるス

ペース整備、動物飼育）

■子どもの見守り事業（菅生版放課後児童クラブ、長期休暇中の学

習支援など）

■「菅生愛」を育む取組、地域に帰ってもらえる心を育む取組（地域活

動への参画機会の確保）

■こどもの習い事の充実

■伝統行事・文化継承の取組（お年寄りから子どもへの昔あそびの伝

承、手作り品の商品化など）

■地元サークル活動の充実

■清流を活かした釣り堀施設の開設

■西谷家の観光資源化

■温泉（足湯）整備

■行事

■交流

■コミュニ

ティ

■人材

■自然

■日常生活

■生きがい

■交通

■子育て

■健全育成

■教育

■観光

■伝統文化
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現状と目標とする将来像 目標実現のために必要な取組み（アンケート、ワークショップ、小地域ケア会議等で出た意見） 専門部

生活・福祉部

教育・文化部

地域振興部

■地域の特産物の開発

■後継者や担い手不足

■仕事・雇用の場が少ない

■菅生といえば◯◯という特産物のあるまち

■特産物（品）が生み出され、交流人口が増えるまち

■地域の特色を生かした農林業に取り組むまち

■若者が流出しない、帰ってくるような産業や働く場

があるまち

■米と野菜作り

■花作り

■ブドウ作り

■林業

■縫製工場

■拠点施設の整備・活用（道の駅、カフェ・サロン（月１回）、地元食材

を活用したバイキング、特産品開発・販売、農産物販売、合宿（民宿）

など）

■余り物直売所の設置

■特産物（品）の創出・生産・販売の取組（木工品、農産物（アスパラ、

朝鮮人参、ニンニク）、水耕栽培品（きのこ）など）

■観光農業（果物（梨など）、地産地消の推進（余り野菜の販売事業

など）

■荒廃農地、農地保全、遊休地対策（大規模営農組織設立、農

作業請負、農機具共同利用、貸農地など）

■ジビエ肉の製品化、伝統食材の掘り起こし、

■特産物

■農業

■雇用
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地域安全・環境部

■避難所の整備充実

■避難困難者の把握と避難計画

■防犯灯の不足

■災害に強く、自然と共生するまち

■事件・事故のないまち

■自主防災組織の活動

■独居・高齢者世帯の安否確認

■消防団による警戒活動

■災害非常食の実践

■災害時要援護者支援活動

■避難所の充実

■要援護者の把握と見回り、避難支援、安否確認システムの構築

■消防ボランティア制度（６０歳以上の人材確保策）導入

■菅生版防災マップの作成

■防犯灯の増設（通学路など）

■ガードレールの設置

■防犯

■災害

■防災
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■人口減少（少子高齢化、若者流出）

■空き地や空き家の増加

■農地や山林の荒廃、維持、有害鳥獣被害

■人口

■空き家

■農地

■生活基盤

■たとえ人口が減っても活気のあるまち

■人と人とがつながり、あいさつを交わせるまち

■移住者やＵターン者、地域に残る若者が増えるまち

■帰りたいな、帰ってきたいなと思えるまち
■空き家バンク制度の紹介

■空き家を活用した居場所づくり

■空き校舎を活用した拠点施設の開設、ＩＴ産業の誘致

■移住希望者支援（空き家、空き農地のあっせん、ＳＮＳを活用した

地域の情報発信など）

■休耕地の活用（花（桜）の植栽、アスパラ農園、花見会場）

■狩猟免許保有者の確保、電気止め刺し機（イノシシ駆除用）の整備

■高齢者の生活支援

■老々介護の増加

■医療体制（特に夜間）が不安

■高齢者の通院、買い物等が困難

■友愛訪問事業

■敬老会

■福祉ネットワーク事業

■サテライトデイ

■小地域ケア会議

■買い物ツアー、移動支援

■菅生診療所の維持

■共同生活ができる施設（老人福祉施設等）の整備（空き校舎を活用）

■弁当配達など食事提供サービス

■見守り、声かけ、安否確認の取組

■福祉

■健康
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■みんな元気で支え合い、つながり、助け合うまち

■かつてあった人と人とのつながりを取り戻すまち

■若者が生活しやすいまち

■誰とでもあいさつできるまち


